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認知症になっても
安心して生活できる
まちをめざして

　「ＲＵＮ伴」とは認知症になっても安心して暮らせる地
域を目指し、認知症の人や家族、支援者、一般の人が少
しずつリレーをしながら、ひとつのタスキをつなぐ『NPO
法人認知症フレンドシップクラブ』主催の列島横断リレー
イベントです。本市は平成29年度から参加し、沖縄（那
覇市）までタスキがつながりました。
　「RUN伴2019」は６月29日（土）に開催します。
参加いただける方、沿道で応援していただける方、運営
をお手伝いしていただける方を募集しています。

問い合わせ先／ RUN伴道北エリア実行委員会・
　　　　　　　地域包括支援センター　☎23 ‐ 8585

　長寿あんしん課（地域包括支援センター）では、保健師、社会福
祉士、主任介護支援専門員などの専門職を配置し、認知症に関わ
る多くの相談や事業を行っています。
　本市においても高齢化が進み、それに伴い認知症の方も増えて
います。このため、誰もがかかる可能性のある認知症という病気
を地域で支え合い、住み慣れた自宅で長く住み続けられるまちを
目指し、地域包括ケア体制づくりを進めています。
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　認知症や認知症が疑われる方を対象にしています。必要な医
療や介護サービスにつながりにくい場合や、家族の方などが
困っている場合に、早期に医療や介護のサービスにつながるよ
う、早い時期に集中的に関わるチームです。
　地域包括支援センターに配置しています。

認知症地域支援推進員

稚内市認知症高齢者等見守り
　　　　・SOSネットワーク事業

通いの場

認知症サポーター養成講座

オレンジカフェ（認知症カフェ）ほっとする会

開催

成年後見制度

　介護者への支援として、認知症家族会への支援や、支援機関
とのコーディネーターとして認知症などの方が地域で暮らし続
けられる体制づくりを担う役割があり、地域包括支援センター
に配置しています。

　認知症や知的障害、精神障害などにより判断能力が低下して
いる方について、本人を援助する人（成年後見人等）を家庭裁判
所が選任して、本人の代わりに契約をしたり、金銭管理を行う
など、法律行為を行うことができるようにする制度です。

　認知症状のある高齢者等の方が行方不明になったときに早期
に発見し、保護し、また、その後の支援を行うSOSネットワー
クです。
　また、行方不明を未然に防いだり、行方不明を繰り返さない
ための「見守りネットワーク」でもあります。早期に発見するた
めに事前登録をお勧めしています。

　認知症予防・介護予防として、特に住民の方が中心になり、
脳トレや軽い運動などをしながら交流する「通いの場」やサロン
が市内にあります。

　認知症について正しく理解し、認知症の症状や、対処方法、
予防などについて学習し、地域で認知症の方を見守るサポー
ターになってもらう養成講座で
す。
　より具体的な対応を学ぶス
テップアップ講座や、小中学生を
対象としたキッズ・ジュニア講座
も開催しています。

　認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける
事ができるよう、認知症の人とその家族、地域の人、認知症サ
ポーター、介護などの専門職など
が出会い、集い、語り合う場所と
してオレンジカフェを開催してい
ます。
　今年度は５つの団体で全18回
開催します。参加費として100
円がかかります（お茶・お菓子代）。

　認知症の方を介護する家族が、お茶を飲みながら、介護の悩
みや対応の仕方について共有する自主組織です。ミニ学習会も
行っています。
　令和元年度の今後の開催予定は、　

①7月26日（金）
②10月25日（金）
③12月13日（金）
④令和2年2月21日（金）です。

問い合わせ先／市 長寿あんしん課（地域包括支援センター）
　　　　　　　☎23 ‐ 8585

認知症初期集中支援チーム
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